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いきいき子育て支援シリーズ

岡垣町「子育て７か条」の具体的な実践事例

岡垣町教育委員会では、家庭や地域の教育力の再生や向上を目指して、いきい

き子育て支援シリーズとして、岡垣町｢子育て７か条｣の具体的な実践事例を紹介

します。子どもたちのために、家庭や地域で何ができるかを考えてみませんか。

────── 岡垣町「子育て７か条」──────

１　テレビを我慢して、早寝・早起きを習慣づけ、生活リズムを大切にしよう　

２　家族みんなで楽しい食事をとり、コミュニケーションを大切にしよう　　　

３　友達と外でしっかり遊び、豊かな心や生きる力を伸ばそう　　　　　　　

４　家庭では手伝いを、地域ではボランティア活動をしよう　　　　　　　

５　子育ては、教えて、任せて、見守り、誉めることを基本としよう　　　　　

６　幼い子や弱い人を慈しみ、年長者を敬うことを教えよう　　　　　　　

７　地域の宝「岡垣っ子」に、わが子と同じ愛情もって、声をかけよう

５　子育ては、教えて、任せて、見守り、誉めることを基本としよう
（生活の技能や社会のルールは、親が教えることから始まります）

（例）風呂そうじ

大介 「思ったより大変だけど、ピカピカ

光ってきて、何だか楽しくなってき

た！」

父

大介

父

「風呂のそうじの仕方、これで全部

だ。あとは、自分でやってみろ」

「ハーイ、やらせて！」

「じゃ、任せたぞ！」

母

大介

「まあ、きれーい！大介、上手にで

きたわね。これなら、お父さんには

負けないわよ！」

「えっ本当！うれしいな～」
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問い合わせ 社会教育課へ

（例）地域の人の意見

６　幼い子や弱い人を慈しみ、年長者を敬うことを教えよう
（親が率先して、態度で示せば、思いやりの心が育ちます）

７　地域の宝「岡垣っ子」に、わが子と同じ愛情もって、声を掛けよう
（近所の子どもたちを誉めたり、教えたり、励ましたり）

（例）電車の中で

さやか

母

さやか

「お母さん、小倉から海老津まで、

駅がいくつあるでしょう？」

「さあ～、10かなー？」

「残念！ 13ですよー」

母

妊婦

（妊婦が、乗車してきたのを見て…）

「さあ、どうぞ！　こちらに、お掛

けください」

「まあ、ご親切に、どうもありがと

うございます」

母

さやか

「お姉さんのお腹には、大事な大事

な、赤ちゃんがいるの。だから、席

をゆずったの」

「ふう～ん、そうなんだ！　さやか

も、これから…」

○私は、プレイリーダーと

して気軽に「教えたり」「誉め

たり」「励ましたり」できます。

もちろん、悪いことをして

いたら「叱る」こともします

よ。

○私は、子どもの目線で声

を掛け、よい行いをしてい

れば、積極的に「誉めて」い

きたいと思います。

○私は、地域の子どもたち

に、この地域を「ふるさと」

として大切に思う心が、育

っていけばいいなあと思っ

ています。
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▲全国大会でもがんばってくださいね

▲遠賀保護区保護司会岡垣分区の保護司のみなさん

▲毎年行い、川をきれいにしています

7月の社会を明るくする運動月間に併せ、遠賀保護区
保護司会岡垣分区の保護司のみなさんが、法務大臣や福
岡県知事のメッセージを樋　町長に渡しました。
この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と、罪
を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。

社会を明るくする運動
7/4遠賀保護区保護司会メッセージ伝達

クラブ対抗団体戦の女子の部で、満石ジュニアが優勝
しました。出場したのは、小学4年生の石松朋さん、小
学5年生の大野瞳さん・西坂はるなさん・櫻山希実子さ
ん・石松彩さん・宮本栞里さん、小学6年生の入江志歩
さん・山下亜樹さん・田嶋あゆみさんです。
全国大会は、8月4日から7日に京都府で行われます。

目指せ！全国大会優勝
6/3第22回若葉カップ全国小学生バドミントン大会福岡県予選

シングルス戦の5･6年生女子の部で入江志歩さん(満
石ジュニア)が優勝しました。全国大会は8月18日から
20日に千葉県で行われます。

6/10第７回全国小学生ABCバドミントン大会福岡県予選

吉木小学校の5・6年生が、小学校の横を流れる乳垂
川(汐入川)を清掃しました。子どもたちは、自然を満き
つしながら、ごみを集め、川をきれいにしました。

きれいな川で遊ぼう
6/13乳垂川清掃(吉木小学校)

7月は福岡県同和問題啓発強調月間です。6月30日に
は、JR海老津駅などで街頭啓発を行いました。
講演会では、山口県立大学経済学博士のＪ.Ａ.Ｔ.Ｄ.
にしゃんたさんが「来て！見て！聞いて！～みんな違っ

てあたりまえ～」というテ
ーマで講演しました。
参加者からは「日本人の

偏った意識、思い込みがた
くさんある社会がまだまだ
続いているんですね。日本
人のそういう部分を早く打
ち崩したいと思いました。」
という声が聞かれました。

育てよう 一人ひとりの 人権意識
7/1人権講演会(岡垣サンリーアイ)



5

この協議会は、芦屋基地や若松海上保安部、折尾警
察署、住民代表、町職員など20人の委員で構成され、
岡垣町国民保護計画の作成を行うものです。
この計画は、武力攻撃やテロなどが起きた場合に備
え、町が避難・救援・被害の最小化を図り、住民のみ
なさんの安全を確保するための計画です。
第1回協議会では、町長から協議会会長に諮問が行わ
れました。
国民保護法が説明された後、計画の概要などが協議
されました。
今後も協議会や幹事会を行い、県と協議しながら今
年度中に計画を作成していきますます。

岡垣町国民保護計画を作成します
6/30第1回岡垣町国民保護協議会

▲大会決議文が折尾警察署長に手渡されました

田川市暴走族離脱促進アドバイザーの工藤良さんの
講演会が行われました。工藤さんは元暴走族でしたが、
荒れた地元や覚せい剤で身を滅ぼした友人たちを元に
戻そうと、ボランティア団体を立ち上げ、現在は、地
域や青年たちとのふれあいを進めています。工藤さん
は｢緊張感、夢、目標を持って生きてください｣と生徒に
メッセージを送りました。

夢と目標を持って
6/12薬物乱用防止教室(岡垣東中学校)

登校する児童をPTAや先生が昇降口で迎え「おはよう」
と声をかけながら手と手を合わせます。この取り組み
は、子どもたち
が元気に登校し、
一日を過ごせる
ようにと、PTAが
中心となって始
められました。
毎月1回行われ、
20年以上続いて
いる吉木小学校
の伝統行事です。

笑顔でおはよう
7/3タッチアンドスマイル運動(吉木小学校)

この大会は、5月下旬に折尾警察署管内で2件の交通
死亡事故が発生したことに伴い行われました。多くの
みなさんが参加し、改めて交通安全の意識を高める大
会になりました。

交通事故ゼロを目指して
6/16「交通死亡事故抑止緊急対策」決起大会

(岡垣サンリーアイ)

生徒からはたくさん
の質問が寄せられま
した

▲

質問を受ける工藤さん▲
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参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーでひ
とつになって楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、そん
な願いを込めた読者のページです。楽しかったこと、悲
しかったことから地域の活動まで、また、イラスト・4コ
マまんが・俳句・川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場地
域づくり課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく

海老津小学校30周年記念行事を行い
ます。
20年前の開校10周年のときに埋めた

タイムカプセルを開封します。昭和61
年度から平成3年度の卒業生の品物が入
っています。
当時の児童やその保護者、現在の児

童、保護者、地域のみなさんの参加を
お待ちしています。
と　き 9月16日(土)午前10時～11時
ところ 海老津小学校
問い合わせ 実行委員会事務局
(海老津小学校)1282－7110へ

タイムカプセル開封セレモニー

旭南区では7月2日に七夕まつりを行いました。
今年は、国際交流員のアドリアナさんや外国語指導助手のトーニさ

んを招いており、オーストラリアの国旗の南十字星にまつわる話など
をしてもらいました。
その後、みんなで七夕飾

りをつくり、竹に飾り付け
ました。子どもからお年寄
りまで楽しめた良い一日と
なりました。

【写真と原稿は旭南松本区長の提供】

旭南区七夕まつり
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里高齢者等相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

入
院
す
る
と
食
事
代
が
一
食
二
百
六

十
円
必
要
で
す
が
、
次
の
と
き
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

①
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、
入
院

日
数
が
90
日
ま
で

→

一
食
二
百
十
円

②
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、
入
院

日
数
が
過
去
12
か
月
間
に
90
日
を
超

え
る

→

一
食
百
六
十
円

③
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
、
所
得
金

額
が
０
円(

70
歳
以
上
に
限
る)

→

一
食
百
円

①
②
③
の
減
額
認
定
を
受
け
る
た
め

に
は
、
住
民
課
で
手
続
き
し
、
認
定
証

お
知
ら
せ

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
有

効
期
限
が
７
月
31
日
(月)
で
切
れ
ま
す
の

で
、
８
月
31
日
(木)
ま
で
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
適
用
は
申
請
手
続

き
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
で
す
。

※
平
成
18
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、
交
付

で
き
ま
せ
ん

手
続
き
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
高

齢
受
給
者
証
ま
た
は
、
老
人
医
療
証(

各

該
当
者)

・
印
か
ん

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

庁舎改修工事により、本館1階の階段が利用できません
階段工事予定期間　８月14日(月)～16日(水)

行財政構造改革プログラムの取り組みの一環として、さらに利用しやすい役場を目指し、5月下旬
から9月下旬の予定で庁舎改修の工事を行っています。
8月14日(月)から16日(水)まで本館の正面玄関付近の階段の工事を行うため、階段が利用できませ

ん。その間は、エレベーターや本館警
備員室前の階段の利用をお願いします。
なお、10月からは、現在、本館2階に

ある住民課(住民票や戸籍関係の証明書
の交付などを行う部署)と、こども未来
課(母子手帳の交付などを行う部署)を1
階に移します。これにより、役場に来
る人の約70パーセントが、1階で用件を
済ませることができるようになります。
工事期間中は大変ご迷惑をおかけし

ますが、ご理解とご協力をお願いしま
す。

問い合わせ 企画政策室または管財課へ

階
段 

入
口 

警備員室 

トイレ 

総合案内 

正面玄関 

岡垣中学校側 

岡垣サンリーアイ側 

本館1階改修予定図 

工事中 

エレベーター 

町民ラウンジ 

階段（利用できません） 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
・

老
人
医
療
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
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。
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○
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受
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れ
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合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
1
０

３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１
ま
た
は
退

職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
０
９
２
‐
６
３

１
‐
２
５
５
１
へ

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
学
校

で
は
、
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
科

○
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
○
介
護

サ
ー
ビ
ス
科
○
経
理
事
務
科
○
造
園
園

芸
科

募
集
期
間

７
月
25
日
(火)
〜
８
月
18
日

(金)
※
造
園
園
芸
科
は
８
月
25
日
(金)
ま
で

訓
練
期
間

10
月
〜
平
成
19
年
３
月

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立

小
竹
高
等
技
術
専
門
校
1
０
９
４
９

６
‐
２
‐
６
４
４
１
へ

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
と
障
害

者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

○
作
文
＝
小
学
生
以
上

○
ポ
ス
タ
ー
＝
小
学
生
・
中
学
生

応
募
・
問
い
合
わ
せ

９
月
６
日
(水)
ま

で
に
〒
８
１
２
‐
８
５
７
７
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
７
番
７
号
福
岡
県
障
害
者

福
祉
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
２
６

４
へ「

お
口
の
健
康
」「
噛
む
こ
と
」「
歯
周

病
予
防
」な
ど
、
口
の
健
康
に
関
す
る

川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品
は
、
11
月
12
日
(日)
に
岡

垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で
行
わ
れ
る『「
８
０

２
０
」す
こ
や
か
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
生
涯
を
通

じ
た
歯
科
保
健
大
会
』で
、
展
示
・
表

彰
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法

は
が
き
に
、
応
募
川
柳
１

句
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
８
０
７
‐
０
０
４
６
遠

賀
郡
水
巻
町
吉
田
西
２
丁
目
１
番
１
０

号
遠
賀
歯
科
医
師
会
に
郵
送
※
応
募
は

１
人
１
句
に
限
る

問
い
合
わ
せ

遠
賀
歯
科
医
師
会
1
２

０
２
‐
１
４
６
０
へ

対
　
象

県
内
の
小
学
校
児
童(

４
〜
６

年
生)

・
中
学
校
生
徒

テ
ー
マ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
私

規
　
格

Ｂ
４
判
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

３
〜
５
枚
程
度

応
募
方
法

各
学
校
か
ら
応
募

募
　
　
集

職
業
訓
練
生

障
害
者
に
対
す
る
理
解
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

川
柳
の
お
題
は「
お
口
の
健
康
」

女性リーダーを養成します！
第４期女性懇話会委員募集

自主的な調査研究を通し、男女共同参画社会の実現に向

けた女性リーダーの養成を行います。

対　象 町内在住の20歳以上の女性で、これまでに各種

審議会の委員などを経験したことがない人

研究テーマ 岡垣町の観光資源について

～岡垣町の魅力を再発見しよう！～

会　議 月１回程度

募集人数 ４人程度

申し込み・問い合わせ
8月18日(金)までに住所・

氏名・年齢・職業・電話番

号・応募の動機(二百字程

度、自己PRなど)を、企画

政策室へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

お
盆
期
間
中
の
運
行

適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら

中
退
共
制
度
へ
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締
め
切
り

９
月
20
日
(水)(

当
日
消
印

有
効)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地
域
福
祉
財
団

1
０
９
２
‐
５
８
２
‐
２
３
９
６
へ

家
庭
の
日
や
オ
ア
シ
ス
運
動(

あ
い
さ

つ
運
動)

に
関
す
る
作
品(

作
文
・
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道)
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
テ
ー
マ

家
庭
の
日
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
運
動

対
　
象

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

発
表
・
表
彰

入
選
者
に
は
学
校
を
通

じ
て
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
最
優
秀
作

品
は
表
彰
し
、
最
優
秀
・
優
秀
作
品
は

展
示
さ
れ
、
県
民
会
議
発
行
の
広
報
紙

な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

作
品
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

９
月
15

日
(金)
ま
で
に
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
1
０
９
２
‐
４
３
２
‐
７
１
１
０
へ

保
健
、
医
療
、
福
祉
施
設
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
人
や
県
内
の
求
人
施
設
を

対
象
に
、
合
同
面
談
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

８
月
18
日
(金)
平
成
19
年
２
月

24
日
(土)
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修
セ

ン
タ
ー(

福
岡
市
中
央
区)

内
　
容

求
人
施
設
と
就
職
希
望
者
と

直
接
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
面
談
、

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
７
１
４
‐

５
２
０
３
へ

水
質
試
験
や
投
網
体
験
な
ど
を
通
し

て
、
遠
賀
川
や
河
口
堰
の
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

と
　
き

８
月
８
日
(火)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

遠
賀
川
河
口
堰
管
理
支
所(

水

巻
町)

内
　
容

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
遠
賀
川
の

水
質
○
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
遠
賀
川
の
魚
た

ち
○
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ス
ラ
イ
ム
作
り
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き

○
ア
ド
バ
ル
ー
ン
教
室

問
い
合
わ
せ

遠
賀
川
河
口
堰
管
理
支

所
1
２
０
１
‐
１
６
７
５
へ

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
名
刺
と
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
　
き

８
月
12
日
(土)
午
前
11
時
〜
午

後
４
時

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
看
護
の
現

場
を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
新
し

い
医
療
や
看
護
に
関
す
る
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

と
　
き

９
月
11
日
(月)
〜
15
日
(金)(

講

義
３
日
間
、
実
習
２
日
間)

と
こ
ろ

小
倉
興
産
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル(

小
倉

北
区)

定
　
員

百
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日

(火)
〜
25
日
(金)
ま
で
に
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
７
１
４
‐
５
２
０

３
へ

講
　
　
座

催
　
　
し

看
護
職
求
人
求
職
合
同
面
談
会

創
作
工
房
人
の
駅
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

あ
な
た
の
名
刺
と
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

看
護
力
再
開
発
講
習
会

○誕生月が来たとき
受給権を確認するため毎年行う現況届は、12月から住民基本

台帳ネットワークを利用するので不要。
ただし、加給年金を受けているときや、障害の程度を確認する

ための診断書が必要なときは、届出が必要。
○支払機関を変えるとき
変更する金融機関で、年金受給者住所・支払機関変更届に口座

の記号番号の証明を受け、社会保険事務所に提出。
○年金証書をなくしたとき
年金証書再交付申請書を社会保険事務所に提出。
○氏名が変わったとき
結婚や養子縁組などで氏名が変わったときは、年金受給者氏名

変更届の証明欄に市区町村長の証明を受けるか、届出書に戸籍の
抄本か住民票を添付し、社会保険事務所に提出。
※要年金証書。届書に住民票コードを記載したときは市区町村長
の証明は不要

各届書は、住民課・情報プラザ人の駅にあります。
問い合わせ 住民課へ

年金、こんなときは手続きを

家
庭
の
日
・
オ
ア
シ
ス
運
動
を

広
げ
よ
う

夏
休
み
の
自
由
研
究
に

夏
休
み
河
口
堰
体
験
学
習
会
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診療科目 

内　科 
午前9時～午後5時 

8月13日（日） 
　　 

　　15日（火） 

8月13日（日） 

8月14日（月） 

8月15日（火） 

遠賀・中間休日急病センター 
（水巻町下二西2－1－25）1201－9999

松尾歯科医院 
（遠賀町遠賀川3－9－5）1293－3355

かむら歯科医院 
（遠賀町大字今古賀649－1）1293－3511
しもかわ歯科医院 
（中間市蓮花寺2－5－1）1245－8817

歯　科 
午前10時～午後5時 
※要事前連絡 

と　き ところ 

問い合わせ 
○内科は、遠賀・中間広域行政事務
組合電話 

　1293－3581へ 
○歯科は、遠賀歯科医師会電話 
　1202－1460へ 

～
 

コミュニティ活動中に起きた障害(けがや物損)を保障する制度です。対象は岡垣町の住

民全員です。

加入の手続きは町がしていますので、みなさんは加入の手続きをする必要はありません。

事故が起こったときに、事故報告などの手続きを行います。

例えば…

○地域でのボランティア活動をし

ていてけがをした

○ふれあいキャンプの参加中にけ

がをした

○子ども会のみかん狩りの参加中

にけがをした

問い合わせ 地域づくり課へ

労
働
契
約
、
賃
金
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い

じ
め
な
ど
職
場
の
問
題
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
　
き

○
月
〜
金
曜
日
＝
午
後
２
時

〜
８
時
○
土
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
６
時

と
こ
ろ

福
岡
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ

ー(

福
岡
市
博
多
区)

※
相
談
無
料

問
い
合
わ
せ

福
岡
労
働
条
件
相
談
セ

ン
タ
ー
7
０
１
２
０
‐
６
１
０
‐
５
５

２
へ母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
予
約

可
。

と
　
き

毎
月
第
３
火
曜
日
※
祝
日
休

午
前
10
時
〜
午
後
３
時(

受
付
は
午
後
２

時
ま
で)

と
こ
ろ

宗
像
市
役
所

予
　
約

宗
像
市
役
所
福
祉
課
1
０
９

４
０
‐
３
６
‐
１
１
５
１
へ

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐

５
８
４
‐
３
９
３
１
へ

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
職
を
手
伝
い
ま
す

相
　
　
談

労
働
条
件
の
悩
み
に
応
え
ま
す

岡垣町コミュニティ活動 
災害補償保険 
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

８
月
11
日
(金)
午
後
６
時
30
分

〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

プ
ロ
グ
レ
ッ
ソ(

ピ
ア
ノ
・

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱)

曲
　
目

歌
劇
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り

「
恋
と
は
ど
ん
な
も
の
か
し
ら
」

ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ

子
育
て
講
演
会
　
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

〜
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
果
た
す
役
割
〜

と
　
き

８
月
28
日
(月)
午
後
２
時

と
こ
ろ

和
室

入
場
料

○
一
般
＝
千
円
○
医
療
従
事

者
＝
三
千
円
※
中
学
生
以
下
無
料

申
し
込
み

８
月
25
日
(金)
ま
で
に
し
ぶ

や
助
産
院
1
０
９
０
‐
４
３
５
１
‐
４

７
０
７
へ

ス
ポ
ッ
ト
講
座
受
講
生
募
集

た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン
・
夏
休
み
こ
ど
も

講
座
〜
思
い
出
の
写
真
を
映
画
風
に
編

集
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

と
　
き

８
月
24
日
(木)
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

受
講
料

五
百
円

教
材
費

二
百
円

締
切
日

８
月
17
日
(木)

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
在
不
明
の
本
二
百
七
十
七
冊

蔵
書
点
検
の
結
果
、
二
百
七
十
七
冊

の
所
在
が
不
明
で
す
。
こ
れ
ら
は
受
付

で
手
続
き
せ
ず
に
不
正
に
持
ち
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。
図
書
館
の
本
は
、
み
な

さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
す
。
本
の
貸
し

出
し
は
、
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
利
用
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

読
書
感
想
文
募
集

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

（
応
募
は
複
数
可
だ
が
参
加
賞
は
１
人

１
つ
）。
作
品
は
９
月
４
日
(月)
か
ら
９

日
(土)
ま
で
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

対
象
図
書

自
由

応
募
資
格

町
内
の
小
・
中
学
生

用
紙
・
字
数

原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で

四
百
字
以
上
二
千
字
以
内(

本
の
題
名
、

学
校
、
学
年
、
氏
名
を
書
き
始
め
に
明
記
）

申
し
込
み

９
月
１
日
(金)
午
後
６
時
ま

で
に
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
へ

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとして

ご寄付がありました。厚くお礼
を申し上げるとともに、故人の
ご冥福を心からお祈り申し上げ
ます。（6月受付分まで）

○　近藤フジヱ　様（戸切白谷）
故　近藤　廣太　様　88歳
○　深田フミヨ　様（東高陽）
故　深田　正香　様　88歳

○　中島　弘子　様（内浦）
故　中島　武夫　様　70歳
○　秋武　勇男　様（東海老津）
故　秋武　春枝　様　83歳
○　舛本　容子　様（山田峠）
故　舛本　 來　様　72歳
○　石田　澄男　様（東松原）
故　石田　洋子　様　59歳
○　合田征一郎　様（海老津）
故　合田　　生　様　97歳

○　石田　明義　様（波津）
故　石田　虎義　様　76歳
○　本松　信子　様（野間一）
故　本松　栄一　様　66歳
○　山田マツヱ　様（百合ヶ丘）
故　山田　季雄　様　92歳

老人クラブ寄付
○　秋武　勇男　様
○　石田　明義　様

環境美化にご協力を
精霊流し会場を設けます

お盆に川や海などで精霊流しをすると、
水質の悪化など環境に悪い影響を与えま
す。各小学校駐車場に、精霊流し会場を設
けますので利用してください。
と　き 8月15日(火)午後5時～10時
ところ 各小学校駐車場
問い合わせ 環境共生課へ

ヘルシークッキング

チーズ入り豚ヒレ肉のパン粉焼き

材
料
２
人
分

○
豚
ヒ
レ
か
た
ま
り
肉
１
４
０
ｇ
○
ス

ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
１
枚(

20
ｇ)

○
小
麦
粉

大
さ
じ
２
／
３
○
溶
き
卵
10
ｇ
○
パ
ン

粉
10
ｇ
○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
80
ｇ

作
り
方

①
豚
肉
を
６
等
分(

１
人
あ
た
り
３

枚
、
厚
さ
約
１
セ
ン
チ)

に
切
っ
て

厚
み
の
中
央
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

塩
と
コ
シ
ョ
ウ
を
ふ
る

②
チ
ー
ズ
を
６
等
分
に
切
り
、
肉
１

切
れ
に
つ
き
チ
ー
ズ
１
切
れ
を
は

さ
む

③
パ
ン
粉
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
き
つ
ね

色
に
か
ら
い
り
す
る

④
①
に
小
麦
粉
、
卵
、
③
を
順
に
付

け
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
５

〜
６
分
焼
く(

２
０
０
℃
で
10
分
）

⑤
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
沸
騰
湯
で
ゆ
で

て
塩
を
ふ
る

⑥
器
に
④
を
も
り
⑤
を
添
え
る

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
６
５
kcal
、
た
ん
ぱ
く
質

21
・
５
ｇ
、
脂
質
５
・
０
ｇ
、
カ
ル
シ

ウ
ム
87
mg
、
塩
分
１
・
２
ｇ
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介
護
で
困
っ
た
と
き
は

介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

虐
待
に
気
が
付
い
た
ら

虐
待
の
種
類

虐
待
の
発
生
要
因

12

平
成
15
年
度
に
、
全
国
の
介
護
保
険
事

業
所
な
ど
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
虐
待

が
起
き
る
要
因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す(

図

１)

。高
齢
者
の
性
格
や
人
格
、
人
間
関
係
上

の
問
題
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
高

齢
者
に
対
す
る
介
護
負
担
が
虐
待
に
繋
が

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
・
親
族
と
の
関
係
、
経
済

的
要
因
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
虐
待
が
発

生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高
齢
者
へ

の
虐
待
と
し
て
次
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

身
体
的
虐
待：

た
た
く
、
蹴
る
な
ど
の
暴

力
や
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
な
ど
し
て
、

意
図
的
に
外
部
と
の
接
触
を
制
限
す
る
行

為心
理
的
虐
待：

怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、

無
視
す
る
、
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
本
人

に
恥
を
か
か
せ
る
な
ど
、
言
葉
や
態
度
な

ど
で
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
る
行
為

性
的
虐
待：

本
人
と
の
合
意
の
な
い
性
的

な
行
為
や
そ
れ
を
強
要
す
る
こ
と
。
排
泄

の
失
敗
に
対
し
て
、
懲
罰
的
に
下
半
身
を

裸
に
し
て
放
置
す
る
こ
と
な
ど
も
含
む

経
済
的
虐
待：
本
人
の
お
金
や
不
動
産
な

ど
を
勝
手
に
使
う
、
本
人
に
必
要
な
お
金

を
使
わ
せ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
行
為

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任：
介
護
や
生

活
の
世
話
を
し
な
い
た
め
に
、
本
人
の
心

身
の
状
態
や
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
こ
と
。
オ
ム
ツ
を
換
え
て
い
な
い
、
お

風
呂
に
入
れ
て
い
な
い
、
食
事
を
与
え
て

い
な
い
、
室
内
に
ゴ
ミ
を
放
置
す
る
な
ど

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
に
気

づ
い
た
場
合
、
特
に
高
齢
者
の
心
身
に
重

大
な
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
町
へ
の
通
報

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
岡
垣
町
で
は
、

健
康
福
祉
課
が
窓
口
と
な
り
、
連
絡
を
受

け
た
場
合
は
状
況
の
確
認
な
ど
を
行
い
、

本
人
や
介
護
者
に
支
援
を
行
い
ま
す(

図

２)

。ま
た
、
４
月
か
ら
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
遠
賀
支
部
に
設
置
さ
れ
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
士
が

専
門
的
な
立
場
か
ら
相
談
や
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
虐
待
は
、
介
護
保
険
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
介
護
者
の

負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
場

合
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
介
護
で
困
っ

た
と
き
は
、
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

い
こ
い
の
里
高
齢
者
等
相
談
セ
ン
タ
ー

1
２
８
３
‐
０
０
３
３

岡
垣
町
高
齢
者
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

1
２
８
２
‐
５
１
６
７

岡
垣
町
東
部
高
齢
者
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

1
２
８
２
‐
５
１
０
３

遠
賀
支
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
２
９
３
‐
６
７
４
５

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
　
松
丸
　
実
子

４
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法(

高
齢
者
の
虐
待
防
止
、
高
齢
者
の
支
援
な

ど
に
関
す
る
法
律)

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
な

が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
高
齢
者
も
介
護
す
る
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ぎ
ゃ
く
た
い

図1 虐待の発生要因図2 虐待の相談から対応までの流れ

0 10 20 30 40 50 60（％） 虐待の発見者 高齢者本人 

立入調査 事実の確認 

高齢者の保護 養護者の支援 

虐待をしている人の性格や人格 

高齢者本人の性格や人格 

介護疲れ 

高齢者本人の認知症による言動の混乱 

高齢者本人の身体的自立度の低さ 

高齢者本人の排泄介助の困難さ 

家族・親族の無関心 

経済的困窮 

「家庭内における高齢者虐待に関する調査（財団法人医療経済研究機構）」より 

高齢者本人と虐待している人のこれまでの人間関係 

通報 

必要な場合は 
警察に援助を要請 

施設入所、 
ショートステイなど 

居宅サービスなどの提供や、 
保健・福祉・医療関係者による 

相談支援など 

家庭訪問など 

届出 

・岡垣町 
・地域包括支援センター　など 

生命や身体に重大な危険がある 
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吉
木
の
原
家
に
つ
い
て
は
、
こ
の
家

が
昔
は
博
多
の
有
力
な
商
家
だ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
、
深
く
関
心
が
あ
っ
た
。

そ
の
原
家
が
、
ど
う
し
て
吉
木
に
定

住
し
た
の
か
。
そ
れ
も
吉
木
で
は
村
庄

屋
と
し
て
重
き
を
な
し
た
家
だ
っ
た
こ

と
も
判わ

か
り
、
原
家
の
人
々
の
来
し
方

を
私
な
り
に
調
べ
て
み
た
。
そ
の
足
跡

を
探
る
と
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代

そ
し
て
明
治
期
と
、
原
家
が
歩
ん
だ
道

は
変
化
と
波は

瀾ら
ん

に
満
ち
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
稿
は
２
回
に
分
け
て

書
く
の
で
前
後
す
る
が
、
最
初
に
原
家

に
所
縁

ゆ
か
り

が
あ
る
最
近
の
人
物
の
一
人
と

し
て
、
原
乙
未
生
氏(

以
後
、
敬
称
略)

の

こ
と
に
つ
い
て
書
き
、
次
回
で
原
家
の

歴
史
を
辿た
ど

っ
て
み
た
い
。

乙
未
生
は
、
明
治
28
年
６
月
12
日
に
、

原
亨
と
お
る
の
長
男
と
し
て
吉
木
で
生
ま
れ

た
。
父
の
亨
は
、
熊
本
陸
軍
幼
年
学
校

の
教
官
を
勤
め
る
職
業
軍
人
で
、
日
露

戦
争
に
も
従
軍
し
た
陸
軍
大
尉
で
あ
る
。

母
は
、
吉
木
で
神
官
を
し
て
い
た
伊
藤

豊
秋

と
よ
あ
き

の
娘
フ
チ
エ
で
、
長
兄
は
吉
木
小

学
校
を
退
職
後
、
吉
木
郵
便
局
を
手
が

け
た
倭
文
雄

し

ず

お

で
あ
る
。

亨
夫
妻
は
、
幼
年
学
校
が
あ
る
熊
本

暮
ら
し
で
あ
る
が
、
母
フ
チ
エ
が
お
産

の
た
め
に
吉
木
に
里
帰
り
し
て
生
ま
れ

た
の
が
乙
未
生
で
あ
る
。
父
親
の
亨
は
、

熊
本
か
ら
久
留
米
に
転
任
、
軍
隊
を
退

役
後
は
柳
川
か
ら
大
川
と
転
住
し
た
が
、

郷
里
の
岡
垣
に
は
よ
く
足
を
運
ん
だ
。

伊
藤
倭
文
雄
が
残
し
た
『
日
記
』
に
よ

る
と
、
亨
を
講
師
に
招
き
日
露
戦
争
の

体
験
を
語
る
講
演
会
が
吉
木
で
開
か
れ
、

満
員
の
聴
衆
だ
っ
た
と
あ
る
。

幼
児
か
ら
乙
未
生
は
、
周
り
の
人
か

ら
神
童
と
言
わ
れ
、
通
っ
た
師
範
付
属

小
学
校
を
飛
び
級
で

卒
業
。
父
親
の
影
響

も
あ
っ
て
、
陸
軍
幼

年
学
校
に
進
学
し
、

当
然
に
陸
軍
士
官
学

校
へ
進
む
。

こ
の
後
、
陸
軍
砲

兵
少
尉
と
し
て
任
官
、

野
戦
重
砲
第
五
聨
隊

れ
ん
た
い

に
配
属
さ
れ
下
関
要よ
う

塞さ
い

に
赴ふ

任に
ん

し
た
。
そ

の
３
年
後
に
、
彼
は
命
じ
ら
れ
て
東
京

帝
国
大
学
機
械
工
学
科
に
院
外
学
生
と

し
て
入
学
し
、
爾
後
じ

ご

４
年
間
の
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
帝
大
の
卒
論

は
、
戦
車
設
計
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日

本
で
最
初
の
戦
車
製
造
が
、
彼
の
手
に

委ゆ
だ

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

乙
未
生
の
手
で
、
最
初
の
国
産
八
九

式
戦
車
が
開
発
さ
れ
た
の
は
判
然
と
し

な
い
が
、
大
正
期
末
の
１
９
２
５
年
こ

ろ
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
３
年
か
ら
２
年

余
を
、
英
国
と
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
と
し

て
機
械
化
兵
器
の
研
鑽

け
ん
さ
ん

を
重
ね
、
昭
和

５
年
に
砲
兵
少
佐
と
な
り
、
陸
軍
技
術

本
部
部
員
と
参
謀
本
部
部
員
を
兼
務
し

て
、
戦
車
開
発
に
明
け
暮
れ
る
日
々
が

続
い
た
。
彼
が
造
っ
た
戦
車
で
画
期
的

だ
っ
た
の
は
、
１
２
０
馬
力
空
冷
６
気

筒
の
戦
車
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
乙
未
生
は
名
実
と
も
に

日
本
で
の
戦
車
生
み
の
親
だ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
彼
が
開
発
し
た
国
産

八
九
式
戦
車
は
、
昭
和
７
年
の
上
海
事

変
で
初
め
て
実
践
効
果
を
示
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
軍
首
脳
は
歩
兵
中

心
の
突
撃
主
義
一
辺
倒
で
、
機
甲
兵
団

の
拡
充
に
は
一
顧
い
っ
こ

だ
に
し
な
か
っ
た
。

報
わ
れ
な
い
努
力
を
重
ね
な
が
ら
乙

未
生
は
大
佐
の
と
き
歩
兵
科
に
移
り
、

華か

北ほ
く(

北
支)

で
戦
車
第
八
聯
隊
長
と
な
り

第
一
線
の
指
揮
を
し
て
い
る
。

昭
和
15
年
に
は
少
将
で
陸
軍
造
兵
廠
し
ょ
う

長
ち
ょ
う
な
ど
の
要
職
を
経
て
、
同
18
年
に
陸

軍
中
将
と
な
り
、
最
後
の
任
地
と
な
る

広
島
で
中
国
軍
需

ぐ
ん
じ
ゅ

管
理
局
長
官
に
な
っ

た
。
彼
は
、
こ
こ
で
運
命
の
日
、
昭
和

20
年
８
月
６
日
を
迎
え
る
。

原
爆
の
一
瞬
の
閃
光

せ
ん
こ
う

の
な
か
で
妻
子

と
孫
２
人
を
亡
く
し
、
乙
未
生
は
役
所

に
あ
っ
て
ガ
ラ
ス
片
で
右
眼
を
負
傷
、

失
明
し
た
。
戦
後
、
彼
は
自
動
車
産
業

復
興
の
中
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
開
発

の
第
一
人
者
と
し
て
数
多

あ
ま
た

の
会
社
か
ら

顧
問
と
し
て
遇
さ
れ
た
。

広
島
で
の
被
災
後
、
彼
は
納
骨
の
た

め
吉
木
に
帰
っ
て
い
る
。
原
家
の
墓
所

は
菩
提
寺

ぼ
だ
い
じ

隆
守
院

り
ゅ
う
し
ゅ
い
ん
の
裏
手
、
岡
城
の
北

側
登
り
口
左
側
に
あ
る
。
乙
未
生
は
平

成
２
年
10
月
16
日
、
享
年

き
ょ
う
ね
ん

95
歳
で
そ
の

生
涯
を
閉
じ
た
。

時
代
の
ド
ラ
マ
が
生
ん
だ
家
の
歴
史
⑤

原
家
の
人
、
原
乙
未
生

と

み

お

の
こ
と(

１)

原乙未生が少将のころ、吉木に帰省したときに
建てた「岡城跡」の碑

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会

石
井
　
邦
一



第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程　人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

粗大ごみ収集日程 し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………8月分 
　(延長保育料は7月分) 
○町営住宅家賃………8月分 
○県町民税……………2期分 
○国民健康保険税……3期分 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 
高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四、山田、 
西山田、東山田、南山田、茅原、桜台 

湯川、原、波津 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、波津、元松原 月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ、糠塚 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、上高倉 

月２回汲取りＣ、高塚、吉木 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 

高陽、東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　11日(金)いこいの里、18日(金)東部公民館  
　25(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 
　11(金)、25(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　11(金)、25(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　9日(水)ハピネス中間 
　1244－1111

8月の納期 各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 

吉木(正矢口方面)、塚原Ｂ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ、吉木 
 

三吉 

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚、高倉、 
吉木（倉丸方面） 

高塚、吉木（倉丸方面） 

吉木（倉丸方面） 

高倉、上畑、海老津、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

8月 
17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

大　型　車 小　型　車 8月 

波津、原、内浦 

海老津 

内浦、高倉、海老津、野間四 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

人　口…32,187人(－7) 
　　　内183人は外国人 
女　性…16,874人(＋8) 
男　性…15,313人(－15) 
世帯数…11,993世帯(＋13) 
　　内93世帯は外国人世帯 
　　  (　　)は前月との比較 

出　生…16人 
死　亡…25人 
転　入…110人 
転　出…108人 
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（6月末） 人身事故件数（5月） 救急・火災医療（6月） 
救急 出場件数 85 

　　 搬送人員 78 

火災 出火件数 0 

　　 り災世帯 0 

 

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

10 

0 

0 

13

（－5） 

（±0） 

（±0） 

（－13） 

（－38） 

（－1） 

（－1） 

（－60） 

57 

0 

3 

75

5月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

14



8月の行事予定 
1 
（火） 

2 
（水） 

5 
（土） 

4 
（金） 

6 
（日） 

13 
（日） 

7 
（月） 

14 
（月） 

21 
（月） 

8 
（火） 

15 
（火） 

22 
（火） 

29 
（火） 

16 
（水） 

23 
（水） 

30 
（水） 

17 
（木） 

24 
（木） 

31 
（木） 

18 
（金） 

25 
（金） 

9 
（水） 

3 
（木） 

10 
（木） 

11 
（金） 

12 
（土） 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30  
健康相談･栄養相談(いこいの里)9:30～11:00

平和事業映画上映会(岡垣サンリーアイ)14：00～ 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

健康相談･栄養相談(西部公民館)9:30～11:00

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

(ごみの収集は休みです)

子育て相談(こども未来館)9:30～11:30  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

NHKラジオ公開録音「民謡をたずねて」 
(岡垣サンリーアイ)18:15～ 
こどもの発達相談｢予約制｣(役場)9:00～12:30  
健康相談･栄養相談(東部公民館)9:30～11:00

19 
（土） 

20 
（日） 

27 
（日） 

28 
（月） 

26 
（土） 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

健康相談･栄養相談(東部公民館)9:30～11:00

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

(ごみの収集は休みです)  
母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
８
月
上
旬『
岡
垣
町
鹿
児
島
県
人
会
』　
下
旬『
岡
垣
町
国
内
短
期
留
学
事
業
ふ
れ
あ
い
ｉ
ｎ
お
か
が
き
』 

5日 
6日 
11日 

 
12日 
13日 
18日 

 

20日 
26日 

 
27日 
28日 

ミニトークショー16:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 

おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会18:45 
おはなし会14:30 
カルチャーフェスタ14:00

1日 
 

2日 
 

3日 
5日 
 

10日 
 

11日 
 

12日 
 

13日 
 

17日 
 

18日 
 

19日 
 

20日 
 
 
 

22日 
 

23日 
 

26日 

双子ちゃん情報交換 
　10:00～11:30 
アトピー・アレルギー児の情
報交換会10:00～11:30 
音楽ひろば10:00～11:00 
イラストクラブ①10:00～
11:30②13:00～14:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 

ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
ベビークラブ 
　10:00～11:00 
アウトドアクッキング 
　16:00～21:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00

5日 
 
 
 

6日 
 
 

20日 
 
 
 
 
 
 

26日 
 
 

27日 

遠賀郡民秋季体育大会 
「陸上競技（長距離走）」 
（芦屋町祇園崎運動広場）
17:40～ 
遠賀郡民秋季体育大会 
「陸上競技（長距離走を除く）」
（岡垣中学校）9:30～ 
福岡県民夏季体育大会 
「水泳競技」（福岡県立総合
プール）9:00～17:00 
少年軟式野球連盟・第19回
おんが自動車学校杯「1日目」
（町民総合グラウンド） 
7:00～18:00 

少年サッカー連盟・夏季大会
（町民総合グラウンド） 
15:00～22:00 
少年軟式野球連盟・第19回
おんが自動車学校杯「2日目」
（松ヶ台グラウンド） 
7:00～18:00 
ソフトボール連盟・秋季大会
「1日目」（総合グラウンド）
7:00～18:00

5日 
19日 
20日 

26日 
27日 

舞踊笠西会（笠 ひとみ） 
新舞踊翼流（翼 しげる） 
カラオケ（日恵歌謡倶楽部） 

冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
日本舞踊春日流（春日壽岬） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　26日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

情報プラザ人の駅 
5日 
 

8日 
 

12日 
 
 
 

19日 
 

20日 
 

21日 
 

22日 
 

26日 
 

27日 
 

28日 

チャレンジ・ワード講座 
　18：30～21：00 
若葉マーク教室①10：00～
正午②13：00～15：00 
創作工房人の駅 
　11：00～16：00　 
チャレンジ・ワード講座 
　18：30～21：00 
チャレンジ・エクセル講座 
　18：30～21：00 
チャレンジ・デジカメ講座 
　13：00～16：30 

チャレンジ・インターネット 
　13：30～16：00 
若葉マーク教①10：00～正
午②13：00～15：00 
チャレンジ・エクセル講座 
　18：30～21：00 
チャレンジ・デジカメ講座 
　13：00～16：30 
チャレンジ・インターネット 
　13：30～16：00

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

健康相談･栄養相談(いこいの里)9:30～11:00

ファミリーペタンク大会(町民総合グラウンド)17：00～ 

NHKジュニアバレーボール教室(岡垣サンリーアイ)13:00～ 
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一つ一つ丁寧に数えら
れ、111個確認されま
した

足跡を残し、アカウミガメは海に帰っていきました

今回の表紙

7月9日に行われた東黒山の祇園山笠。江

戸時代に無病息災・豊作祈願として始めた

という由来がある、岡垣町の伝統ある行事

で、町無形民族文化財に指定されています。

はっぴ姿の威勢のいい男たちが、2トンに

もなる山笠を担ぎ、約3キロの道のりを練

り歩きました。

今号で紹介した 見マサエさんの取材に行きました。とても88歳とは思えな
い若々しい姿に驚きました。絵は色使いがとてもきれいで、見る者の心をパッ
と明るくする、そんな絵ばかりでした。岡垣サンリーアイが開館して12年。講
座受講生が個展を開くのは今回が初めてとのことです。多彩な文化やスポーツ
に触れる機会が、岡垣町にはたくさんあります。みなさんも新しいことにチャ
レンジしてみてはいかがですか。 (波多野)
吉木小学校のそばを通りがかったとき、たまたま子どもたちが川を清掃して

いるのを見つけ、急きょ取材を行いました(4ページまちかどズームアップに掲
載)。同校では、川遊びができる時期の前に、川を清掃しています。私も吉木小
学校の卒業生で清掃したのは覚えていますが、ゴミを拾う時間より、遊んでい
る時間が長かったような気がします･･･。 (村上)

▲
▲

7月6日から11日に米寿記念 見マサエ作品展が岡垣サンリーア
イで開かれました。これは、12年間油絵・水彩画講座を受講して
いる 見マサエさん(野間四区)の個展でした。
現在88歳の 見さんは、平成6年4月のサンリーアイ文化講座開

校をきっかけに、77歳から絵を始めました。作品は数百点にもの
ぼり、その中から88点が展示されました。

見さんは「90歳までは絵を続けたい。その次の目標はまたそ
の時に考えます」と笑顔で答えていました。

7月14日の早朝、三里松原海
岸の砂浜でアカウミガメの産
卵が確認されました。
卵は、ピンポン球ほどの大

きさで、111個確認されました。
順調にいけば約60日でふ化し、
かわいい子ガメたちが大海原
に帰っていく姿が見られます。
岡垣町では｢海がめもかえる

町｣をキャッチフレーズとし、
ラブアースクリーンアップな
どで海岸清掃を行ってきまし
た。その成果が実り、2年続け
て産卵が確認されました。


